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スマートフォンやPC等に代表されるように、リチウムイオン蓄電池が搭
載される機器は日増しに種類を増やしている。それを支えるのは電池
容量の高さであるが、さらなる高容量化のために金属リチウムの利用が
求められ、研究・開発が進められている。従来、金属リチウムの実用化
を阻む一要因に、充放電に伴い，拡散律速により金属リチウムがデン
ドライトを形成し、電池性能の低下を招くことが知られている。
本発明は、上記課題を解決する電解液である。律速過程の制御

により多数回の充放電サイクル後にも平滑な表面を維持しているこ と
が実証されている。同様の効果をナトリウムイオン蓄電池でも確認
しており、本発明の適用範囲はリチウムイオン蓄電池に限定されない。

応用例

 リチウムイオン蓄電池
 ナトリウムイオン蓄電池
 多価カチオン蓄電池・デュアルカチオン電池への適用も期待される
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リチウム/ナトリウム金属負極
蓄電池用電解液技術
従来以上のデンドライト成長抑制を実現！
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